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概要
人がいかなる出来事に感動するのか，その特徴を探
索するため，日本語を母語とする者 9,529人分の「人
生で最も感動した出来事」に関するエピソード記述を
計量的に分析した。トピックモデル（潜在ディリクレ
配分法）により，「人生で最も感動した出来事」は，出
産や家族，恋愛，仕事など，対人関係に関することか
ら，音楽やスポーツ，自然，受験といった個別の対象
を含む，多様なトピックと関わることが示された。
キーワード：感動（kando）,エピソード記憶（episodic

memory）,トピックモデル（topic model）
1. 背景と目的
人は生活の中でさまざまな感動を経験する。「子ど
もの誕生」や「長年の夢の達成」など，人生で数回しか
経験しないようなライフイベントから，「美味しい夕
食にありつけた」というような日常的な体験まで，感
動体験の強度は幅広く，そのきっかけとなる出来事も
広範にわたる (Yasuda et al., 2022)。これまで，映画，
音楽，スポーツ，小説といった個々の領域において「感
動」が取り扱われてきており，その領域ごとに感動の
メカニズムが提案されてきた (Yasuda et al., 2022)。ま
た，より大きな枠組みの中で，感動と，その類似概念
である awe（畏怖・畏敬）との比較により，感動につ
いてアプローチした研究も認められる (前浦他, 2020)。
一方，英語では「感動」を直接的に表す名詞はない
といわれ，moved，touched，impressed というような
動詞の受動形で「感動」を表すことが多い。近年，欧
米でも「感動」に近い概念として “kama muta”（サン
スクリット語で「愛に動かされる」という意味）とい
うテクニカルタームが提案されているが (Fiske et al.,

2019)，kama mutaは，「生まれたばかりの赤ちゃんを
腕に抱く」，「思いがけない大きな親切を誰かから受け
る」といった社会的状況に対して生じる感動体験を表
すとされ，kama mutaと「感動」が同一の体験を指し

ているかどうかは定かではない。
「感動」という現象は，その定義や英訳の難しさか
ら，その全体像を掴むことがきわめて困難である。こ
の研究プロジェクトでは，日本語において「感動」と
して経験される体験が，他の言語・文化圏で経験され
る現象と一致するかどうかを明らかにすることを問題
意識の一つとしている。本研究では，まず，人々がど
のような出来事を「感動」と捉えているのかを調べる
ため，「人生で最も感動した出来事」を一つ思い出して
もらい，そのエピソードを 150字以上で自由記述する
調査を実施した。これにより，「音楽」「映像」「小説」
といった個別領域にとらわれずに幅広い感動体験の記
述を収集することを目指した。参加者の自由記述につ
いて，トピックモデル（潜在ディリクレ配分法）(e.g.,

Blei et al., 2003) によるトピック推定を行うことによ
り，「人生で最も感動した出来事」として人々に記憶
されている出来事の特徴を探索的に調べた。

2. 方法
本研究は「立命館大学における人を対象とする研究
倫理審査委員会」の承認を得て実施された。
2.1 参加者
調査会社に調査の実査を依頼した。季節性を排除す
るため，2021年 11月から 2022年 8月まで，四半期
ごとに調査を行った。また，性別および年代（20代，
30 代，40 代，50 代，60 代）が同程度に配分される
ように調査を行った（13,971人）。本研究では 20—69

歳（� = 45.78，�� = 13.69）の 9,529人（男性 4,133

人，女性 5,396人）を分析対象とした。
2.2 質問票
調査票の冒頭で，調査内容の説明文書を提示し，調
査回答に対する同意を得た。その後，年齢，性別等の
一般的な質問をした後，「あなたがこれまでに最も感
動した出来事をひとつ思い浮かべてください。その出
来事がどのような出来事だったかについて，なるべく
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詳しく，なるべくたくさん情報を記述してください。
あなた自身の考えをある程度整理してから記述してく
ださい。」と教示し，人生で最も感動した出来事につ
いて 150字以上で記述するように求めた。その後，複
数の尺度評定を行ったが，本報告では扱わないため記
述は省略する。質問票はおよそ 15 分程度で完了でき
る分量であった。
2.3 分析
得られたエピソード記述に計量テキスト分析を行
った。形態素解析に MeCab (工藤, 2014) を利用し，
辞書には新語への対応力が高く広く活用されてい
る NEologd (佐藤他, 2017) を使用した。分析には名
詞，形容詞（形容動詞も含む），および動詞を使用
した。次に，潜在ディリクレ配分法 (latent Dirichlet

allocation, LDA; Blei et al., 2003) を用いて，各文書
に出現する単語の集合を解析することにより，文書
に含まれる潜在的なトピックを推定した。トピック数
は，R3.6.0上で，ldatuningパッケージ (Nikita, 2020)

の FindTopicsNumber関数を用いて決定した。

3. 結果と考察
FindTopicsNumber関数によりトピック数を 48と指
定して潜在ディリクレ配分法によるトピックモデルを
構築した。ここでは，わかりやすさのために，48のト
ピックをさらに階層的クラスタ分析により 12 のクラ
スタに分類した（fuzzy Jaccard距離，Ward法;図 1）。
図 1には，各トピックの上位 5語が示されている。
全体的な特徴として，「家族」，「友人」，「人」，「母」，

「子」など，人を指す言葉が含まれるトピックが多い
ことがわかる。その中でも，妻や子の出産に関するト
ピックや，家族関係，仕事，対人関係全般に関するト
ピックが認められていることからも，感動の要素とし
て，人との出来事が多く出現することがわかる。これ
は，欧米における感動の類似概念である “kama muta”

が社会的文脈のもとで生じるというモデルと一致する
(Fiske et al., 2019)。
その一方で，学校での出来事，映画，自然，音楽，
スポーツなど個別の領域に関するトピックも認められ
た。こうしたトピックは，その中で対人関係に関する
エピソードが含まれている可能性もあるが，同時に，
個別の対象に起因して生じた感動でもある。また，こ
れらのトピックは，これまで感動研究として本邦で
調べられてきた内容とも一致している (e.g., 前浦他,

2020; Yasuda et al., 2022)。本研究では「人生で最も」
という教示のもとで感動体験を調べたが，日常的に
経験される感動はより多岐にわたると考えられる。今

図 1 「人生で最も感動した出来事」の自由記述から
得られた 48トピック

後，さらなる調査と個人特性や文化特性との関連も踏
まえて分析を行うことにより，どのような人が，どの
ような出来事に対して感動を経験するのか，そのプロ
セスに関するモデルを提案したいと考えている。
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